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■2004年（第51回）教育映
像祭中央大会
（財）日本視聴覚教育協会は、
毎年開催している教育映像祭中
央大会を、今年度は下記の要領
にて実施する。
〈日程および会場〉
◆夏休みこども映画フェア
平成16年８月26日（木）９:50
～11:40 東京都千代田区公会
堂にて
○上映作品「いのりの手」18
分・学習研究社、「セロひきの
ゴーシュ」20分・学習研究社、
「すばらしい私のおじいちゃん」
35分・東映、「約束－アフリカ
水と緑－」16分・桜映画社
参加希望者は、往復はがき

（１人１枚）に、住所・氏名・
TELを明記のうえ、８月13日
（金）までに、〒105-0001東京
都港区虎ノ門1-17-1視聴覚ビル

日本視聴覚教育協会宛、申し込
みのこと。
◆「視聴覚教育功労者表彰」お
よび「優秀映像教材選奨入選作
品表彰」
平成16年８月27日（金）14:00
より東京霞ヶ関・東海大学校友
会館にて
主催者挨拶／文部科学大臣表
彰／日本視聴覚教育協会会長表
彰／文部科学大臣祝辞／謝辞
（受賞者代表）
■「2004年教育映像祭優秀映
像教材選奨」入選作品
本年度の標記選奨は、８社

13作品の教育映画、34社131作
品の教育ビデオ、８社16作品
のコンピュータソフトウェア
（CD-ROM)の参加作品を対象に
審査が行われ、次のように入選
作品が決まった。

映画の部
◆最優秀作品賞（文部科学大臣

賞）３作品
○社会教育部門（市民生活）
「めばえの朝

あした

」41分／東映
○児童劇・動画部門（動画）
「ひびけ！和だいこ」22分／東映
○教養部門「萩焼　十一代三輪
休雪の鬼萩」37分／桜映画社
◆優秀作品賞６作品
〔学校教育部門〕
○小学校向（国語）「手紙」18
分／学習研究社
○小学校向（道徳）「やさしい
オオカミ」15分／アニメーシ
ョン画房わ組
〔社会教育部門〕
○家庭生活「セッちゃん」34
分／東映
○市民生活「断て!!思い込み運
転－コミュニケーションギャップ
が事故を呼ぶ－」24分／東映
〔児童劇・動画部門〕
○動画「盲導犬クイールの一生」
25分／ジャパンホームビデオ
〔教養部門〕
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○「螺鈿－北村昭斎のわざ－」
36分／日経映像

ビデオの部
◆最優秀作品賞（文部科学大臣
賞）４作品
○学校教育部門小学校向（総合
的な学習の時間）「プレゼント」
17分／毎日映画社
○学校教育部門中学校向（美術）
「色と形で伝えるビジュアル・
コミュニケーションの時代」
23分／桜映画社
○学校教育部門高等学校向（総
合的な学習の時間）「川が教え
てくれたもの－富士見高校の環
境保護活動－」24分／桜映画社
○社会教育部門市民生活向「青
少年のボランティア活動のすす
め－主体的育ちを支える推進者
たち－」24分／リュック
◆優秀作品賞　32作品
〔学校教育部門〕
○小学校向（国語）「三年の書
写－毛筆で文字を書こう－」
20分／内田洋行
○小学校向（社会）「新しい学
問と町人の文化」23分／学習
研究社
○小学校向（社会）「スーパー
マーケットを見てみよう」９
分／東映
○小学校向（図画工作）「こん
なのできたよ　かいたりつくっ
たりする新しい表現活動」21
分／東映
○小学校向（特別活動）「知り
たいことはなんだろう」20
分／紀伊國屋書店
○小学校向（特別活動）「みん
なでやろうよ　小学生のボラン
ティア活動」20分／リュック
○小学校向（総合的な学習の時
間）「今、子どもたちは…」21
分／毎日映画社
○中学校向（国語）「徒然草」
19分／サン・エデュケーショ

ナル
○中学校向（国語）「中学校書
写　文字の表現　漢字」28
分／内田洋行
○中学校向（理科）「ノーベル
賞日本人科学者～創造の目－分
子がえがく物質と生命－」35
分／ＮＨＫソフトウェア
○中学校向（保健体育）「心が
はずむ！リズム運動」19分／
学習研究社
○中学校向（特別活動）「とも
に学び　ともに生きる」33
分／東京書籍
○中学校向（特別活動）「あし
た・きらりん」27分／テレコ
ープ
○高等学校向（理科）「ノーベ
ル賞日本人科学者～創造の目－
粒子がむすぶミクロと宇宙－」
35分／ＮＨＫソフトウェア
○高等学校向（家庭）「食品を
しっかり選ぶ－表示についても
っと知ろう－」16分／ＮＨＫ
ソフトウェア
○高等学校向（総合的な学習の
時間）「言葉にならない言葉か
ら－わたしたちのはじめの一
歩－」23分／毎日イーヴィア
ール・システム
○高等学校向（水産）「マグロ」
32分／日本シセネル
〔社会教育部門〕
○家庭生活向「痴呆の早期発
見・対応」28分／東京シネ・
ビデオ
○家庭生活向「話す・聞く・考
える　幼児は言葉をどのように
身につけるか」18分／リュック
○市民生活向「大地震の恐怖
残された教訓－助け合いの輪が
防災の力へ－」26分／映学社
○市民生活向「老いてこそ我が
道をゆく　みたらし団子」54
分／放送映画製作所
○市民生活向「安全な自転車の
ルール」20分／ジャパンホー

ムビデオ
〔職能教育部門〕
○「事故事例に学ぶ日常点検の
あり方　日常に潜む危険」20
分／中日映画社
○「図書館を生かす　学校は変
わる」37分／紀伊國屋書店
○「定置網の目合拡大」25
分／テレビ朝日映像
○「よりどころを求めて－３歳
児　前半－」38分／岩波映像
○「やりたい　でも、できな
い－３歳児　後半－」35分／
岩波映像
○「安全な静脈注射のために」
27分／東京シネ・ビデオ
○「FIRST AID・ファーストエ
イド　スポーツ現場における外
傷の応急処置　前編」37分／
桜映画社
〔教養部門〕
○教養部門「丸山眞男　響き続
ける民主化への執拗低音」48
分／紀伊國屋書店
○「白川静の世界－学問の道－」
48分／紀伊國屋書店
○「不思議の星・地球」27
分／イメージサイエンス

コンピュータソフトウェア
（CD-ROM）の部
◆最優秀作品賞（文部科学大臣
賞）２作品
○学校教育部門小学校向（総合
的な学習の時間）「Jun i o r
Horizon Hi,English!」デジタル
掛図１」Windows98.Me.NT.
2000.XP／東京書籍
○学校教育部門中学校・高等学
校向（社会）「シミュレーション！
宅配便経営」Windows98SE.Me.
2000.XP／アントルビーンズ
◆優秀作品賞　５作品
〔学校教育部門〕
○小学校向（理科）「からだの
たんけんVer.２」Windows98.Me.
NT.2000.XP／東京書籍
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○小学校向（総合的な学習の時
間）「つたわるねっと＠フレン
ド」Windows98.Me.NT.2000.XP／
ジャストシステム
○中学校・高等学校向（理科）
「学習映像ライブラリー　自然
界のそうじ屋さん」Windows98SE.
Me.NT.2000.XP／ＮＨＫソフト
ウェア
○中学校・高等学校向（社会）
「Green Map Ⅲ」Windows98.
Me.NT.2000.XP／東京書籍
〔一般教養部門〕
○「第３巻　技術編　売上げ倍
増産直デジカメ撮影術」
Windows98.Windows98SE.Me.
2000.XP／農山漁村文化協会

■平成16年度「子ども霞が関
見学デー」実施
文部科学省では各府省庁の協
力のもと、子どもたちに対し業
務説明や職場見学などを行うこ
とにより、親子のふれあいを深
め、子どもたちが夏休みに広く
社会を知る体験活動の機会とし、
あわせて業務に対する理解を深
めてもらうことを目的に、「子
ども霞が関見学デー」を実施す
る。
〈時期〉
平成16年８月25日（水）・26日
（木）
〈対象〉
全国の小・中学生（原則として
保護者同伴）
〈内容〉
各府省庁(内閣府・文部科学
省・総務省・財務省・警察庁
他）ごとの特色を生かし、子ど
もたちを対象に、さまざまプロ
グラムを設け、一斉に「子ども
霞が関見学デー」として実施。
当日は、子どもたちの興味にあ
わせて霞が関を自由に歩くこと
ができるよう、参加者には各府

省庁等のプログラムと地図が入
った「子ども見学パスポート」
を配布し、併せてスタンプラリ
ーを実施する。
〈参加申し込み〉
事前申し込みが必要なプログラ
ムと、当日でも参加できるプロ
グラムがあるので、詳細は文部
科学省のホームページにて確認
のこと。http://www.mext.go.jp/
〈問い合わせ先〉
各府省庁に直接問い合わせる。

■国立オリンピック記念青少年
総合センター「研究紀要第5号」
投稿原稿募集
国立オリンピック記念青少年
総合センターでは、青少年教育
の振興に資するため、広く青少
年教育関係者から青少年教育に
関する理論や実践的な調査研究
の成果を募り、その発表の場と
することを目的に、投稿原稿を
下記の要領にて募集する。
〈テーマ〉
「青少年教育」に関するもの。
近年、青少年教育においてその
重要性が指摘されている以下の
テーマに関する原稿。
・「青少年の体験活動（自然体
験、奉仕体験、職業や仕事の
体験、交流体験など）」
・「子どもの居場所づくり」
（放課後や週末に学校の校庭
や教室等を開放する活動、学
校を活用して行うさまざまな
体験活動、体験活動指導者の
派遣、学校と地域社会・企業
との連携など）
・「青少年と家庭教育」（家庭
教育に関する学習機会の提供、
家庭教育を活性化するための
活動、家庭教育に関する特色
ある活動、家庭を社会で支援
する環境づくりに関すること
など）

〈投稿原稿の種類〉
「青少年教育」に関する論文
（研究ノートを含む）、報告（調
査報告、実践報告、事例紹介等）、
資料（青少年教育に関する各種
データ、情報等）
〈投稿の事前連絡〉
投稿を希望する方は、事前に
「投稿原稿連絡票」（ホームペー
ジ等により入手）に必要事項を
記入し、平成16年９月30日
（木）までに下記の問い合わせ
先まで送付し、投稿申込を行う
こと。
〈原稿提出期限〉
平成16年10月28日（木）
〈掲載の採否〉
投稿原稿は、国立オリンピック
記念青少年総合センター研究紀
要委員会による査読を行い、掲
載の採否を決定する。
〈発行予定〉
平成17年３月
〈問い合わせ先〉
独立行政法人国立オリンピック
記念青少年総合センター事業部
事業課調査研究係
〒151-0052 東京都渋谷区代々
木神園町3-1
TEL 03-3467-7201
http://www.nyc.go.jp/raise/cl.html
■東京国立近代美術館フィルム
センター「こども映画館」開催
標記センターでは、子どもた
ちにテレビ等の家庭内視聴では
得られない、大きなスクリーン
による本物の映画（フィルム）
を楽しむ機会を提供し、優れた
映画作品の鑑賞を通して、子ど
もたちの豊かな情操と高い映像
理解能力（リテラシー）を育む
ことを目的に、夏休み期間中の
毎週土曜日に映画を上映する。
また、展示室では、アニメーシ
ョン映画のもとになった造形作
品を鑑賞できる。
〈会場〉

文部科学省情報

ＡＶ情報
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東京国立近代美術館　フィルム
センター大ホール（２階） 展
示室（７階）
東京都中央区京橋3-7-6
〈プログラム〉
【８月７日　10:30～】
○モチモチの木（17分）
○南無一病息災（18分）
○水のたね（19分）
【８月14日　10:30～】
○あれはだれ？（21分）
○ちからばなし（11分）
○虹に向って（18分）
【８月21日　10:30～】
○鬼がくれ山のソバの花（24分）
○白い象（23分）
【８月28日　10:30～】
○おこんじょうるり（26分）
○注文の多い料理店（19分）
〈料金〉
小・中学生100円／幼児（未就
学児童）無料／引率者500円
〈問い合わせ先〉
東京都国立近代美術館フィルム

センター　〒104-0031 東京都
中央区京橋3-7-6
TEL 03-5777-8600（ハローダイヤル）
http://www.momat.go.jp/

■「メディア・リテラシーの授
業－学校教育におけるメディア
教育入門－」ワークショップ開
催
（独）メディア教育開発セン
ターでは、大学の学部教育の内
容として、テレビや映画等のメ
ディアが提示する表現や内容を
学生が批判的・自覚的に受容す
ることを目指す「メディア教育」
（media education、メディア・
リテラシーの教育）を提案すべ
く、イギリスの公開大学と英国
映画機関が共同で開発した教材
パッケージ、「メディア教育入
門 」（ Media Education:An
Introduction,1992）を用いて、
参加者がこの教材を実際に体験

する形で吟味するワークショッ
プを開催する。
〈開催期日〉
平成16年９月９日（木）・10
日（金）
〈会場〉
（独）メディア教育開発センター
研究棟２Ｆ第1・2会議室
〈対象〉
メディア・リテラシー、マスコ
ミュニケーション研究、メディ
ア研究、視聴覚教育、あるいは
教師教育（社会、国語、英語、
美術等）を担当し、教養教育と
してのメディア教育に関心を持
つ方。
〈内容〉
【９月９日（木）】
○パネルディスカッション：
「学校教育におけるメディア教
育の実践」
○ワークショップ：「メディア
教育入門」への導入
○講師：大西誠（愛知淑徳大学

Book Review
研究会情報

「本物の表現力をそだてる
映像撮影術」

益子広司著　玄光社　2004年６月刊
B5判　128頁　1,680円

地域で自作した映像をアーカ
イブ化して、社会教育や学校教
育に役立てる動きが各地で始ま
っている。
本書は、あらゆる映像クリエ
ーターの映像表現力を育てるた
めに、映像づくりの基礎的な知
識から、音声の生かし方、ショ
ットの撮り方、効果的なカメラ
ワーク、作り手が伝えたい意図
を映像のモンタージュで構成す
る技術までを図解入りで具体的
に解説している。
映像づくりで大切なことは、

撮影の基礎知識を身につけるこ
とと並び、撮影の「心構え」を
身につけることだと述べている
のが印象的である。この「心構
え」論は以下のショットの得方
やカメラワークなどの具体的な
撮影技術論を常に支えている。
印象深いのは、第２章の「音」

と、第３章の完成度の高いショ
ットづくりの「光」、第５章の
「モンタージュ」で、冒頭で述べ
た地域での映像づくりに必ず役
に立つと思われる。
とくに「音」に関しては優れ
た映像を撮影される方が多いの
に、映像と音声の相乗効果につ
いてあまり配慮がされていない
のを残念に思っていただけに、
わが意を得た思いがする。
また、撮影に当たっても、シ
ョットの組み立て等のモンター
ジュの効果を考えながら撮るこ
とが、制作者の意図を伝えるた
めにも重要だとの解説は説得力
がある。
誰もが映像クリエーターとし
て映像をつくる時代である。本
書は映像による表現力を高める
ため大いに役立つ一冊である。

（松田實）
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教授）／三宅正太郎（福山大学
教授）／岡部昌樹（金沢星稜大
学教授）／佐賀啓男（メディア
教育開発センター教授）／広瀬
洋子（メディア教育開発センタ
ー助教授）
【９月10日（金）】
○個別実習：「メディア・テキ
スト制作の実際的課題」
○グループ実習：「メディア・
テキスト分析の２つの課題」
○報告と討論：「教材の意義と
利用上の課題について」
○講師：佐賀啓男（メディア教
育開発センター教授）／広瀬洋
子（メディア教育開発センター
助教授）
〈参加申し込み〉
平成16年９月３日（金）まで
に、同センターのホームページ
から申し込む。先着15名。
http://www.nime.ac.jp/KENSYU/
kensyu_h16/009/main.html
〈問い合わせ先〉

（独）メディア教育開発センター
普及促進部教育支援課研修部門
〒261-0014 千葉市美浜区若葉
2-12
TEL 043-298-3125
http://www.nime.ac.jp

■「第27回東京ビデオフェス
ティバル『ＴＶＦ2005』」参
加作品募集開始
日本ビクター（株）は、メッ
セージの発信、情報の伝達、芸
術的表現の追求など多彩な可能
性を持つビデオソフトの制作振
興をめざし、標記フェスティバ
ルを開催する。
当フェスティバルは、“より

多くの人が参加できる市民ビデ
オ映像の祭典”をコンセプトに
ビデオソフト制作の活性化と視
聴機会の拡大による映像文化向
上への貢献を目指しており、こ
れまで寄せられた作品は４万本

を超えた。これらは、時代を映
す鏡として、貴重な映像アーカ
イブとなっている。今回は、デ
ジタル技術の発達やインターネ
ットの普及により、コミュニケ
ーション手段が多様化する中で、
マスメディアと違ったユニーク
な発想・手法を用いた作品や
“私はこう考える”といった個
人的メッセージ、社会問題など、
幅広いテーマの作品を広く募集
する。
〈作品募集締め切り〉
平成16年９月30日（木）
〈募集作品〉
20分以内のビデオ作品（ミニ
DV、VHS/S-VHS/D-VHS）
〈テーマ・題材〉
題材を問わず自由に、“私はこ
う考える”といった個人的なメ
ッセージ作品をはじめ新しい使
い方、ユニークな活用、新しい
用途など形式にとらわれない作
品を募集。

hard ware
コンクール情報

日本ビクター（株）は、教育
向け機器として初めてリアルタ
イム処理の話速変換機能を搭載
するとともに、従来のL L
（Language Learning）システム
のように操作が簡単な、フルデ
ジタル＆ネットワーク対応の授
業支援CALLシステム“WeLL
（ウェル）”を８月下旬に発売する。
この“WeLL”は、映像・音

声・PC画面の信号をすべてネッ
トワークでデジタル伝送し、英
語を中心とした外国語教育にい
っそう力を入れる大学・文教市
場や、業務に必要な外国語コミ
ュニケーション能力の向上を目
指す企業向けに開発された。
〈主な特長〉

①リアルタイム処理の話速変換
機能（ゆっくり再生）を搭載。
話し始めの速度を落とし、
徐々に実際の速度に戻す独自

フルデジタル＆ネットワーク
対応の授業支援システム

「ＷｅＬＬ」

〈問い合わせ〉
日本ビクター（株）
システム営業本部

ソリューション事業センター
TEL 03-3663-9055

http://www.jvc-victor.co.jp/

の技術により、言葉を聞き取
りやすくすることに成功。
②LANケーブル１本で、音声・
映像・PC画面のすべてを伝送。
映像伝送には、ストリーミン
グ環境下でのパフォーマンス
を重視したMPEG-4を採用し、
教室内での一斉配信が可能。
また、教員・学習者のPC画面
を高画質・高フレームレート
でリアルタイムに送受信する
機能も搭載し、コンピュータ
を介した操作サポートや教材
提示用途で使用できる。
③従来のLLシステムに近い簡単
な操作性と、各種会話練習の
機能をソフトウェアで実現。
タッチスクリーン操作も可能
な大画面・大型ボタンの採用
と、操作ステップの簡略化に
より、コンピュータに不慣れ
でもすぐに操作できる。
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〈賞〉
○ビデオ大賞（１作品・50万円）
○日本ビクター大賞（１作品・
40万円）
○優秀作品賞（30作品・10万円）
○佳作（70作品）等
〈発表・表彰式〉
平成17年２月19日（土）を予
定
〈優秀作品の公開上映〉
発表・表彰式に先立ち、優秀作
品の公開上映会を平成17年１
月中旬から、東京都港区新橋ビ
クタービルにて開催予定。
〈応募・問い合わせ先〉
日本ビクター（株）東京ビデオ
フェスティバル事務局
〒105-0004 東京都港区新橋1-
7-1 ビクタービル３F
TEL 03-3289-2815
http://www.victor.co.jp/tvf/

■「インターネット親子セーフ
ティ講座」実施
東京都教育委員会では、都立
高校のＩＴを活用した教育推進
校およびＩＴ教育普及支援校が
連携し標記講座を実施する。
〈対象〉
インターネットや電子メールを
使っている小学生とその保護者
（各実施校40人程度）
〈指導者〉
ＩＴを活用した教育推進校およ
びＩＴ教育普及支援校の教科
「情報」の教員
〈内容〉
インターネットや電子メールを
使うときに「気をつけたいこと」
などを、実際にコンピュータを
使いながら親子で楽しく学ぶ。
〈実施校および実施日時〉
①都立光丘高校：８月16日
（月）9:30 ②都立江戸川高
校：８月24日（火）14:00 ③
都立駒場高校：８月26日（木）

9:30 ④都立町田高校：８月27
日（金）14:00 ＊所要時間は
各校いずれも２時間
〈申し込み〉
実施日の１週間前までに各実施
校にFAXで申し込む。申込書・
各校ファックス番号は東京都教
育委員会HPからダウンロード
のこと。（参加費無料）
〈その他〉
上記の他、下記都立高校のＩＴ
教育普及支援校は、２学期以降
に中学校からの出前授業等の実
施希望に対応する。詳細は、下
記問い合わせ先まで。
蒲田高校／広尾高校／千歳丘高
校／竹早高校／東大和高校／福
生高校／東村山高校
〈問い会わせ先〉
東京都教育庁指導部指導企画課
〒163-8001 東京都新宿区西新
宿2-8-1
TEL 03-5320-6836（内53-734）
http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/
■「第16回兵庫県丹波篠山ビ
デオ大賞」参加作品募集開始
丹波篠山ビデオ大賞実行委員
会では、標記コンテストの参加
作品の募集を開始した。
〈部門別テーマ〉
◆規定部門（各８分以内）
①「いっしょに生きる」
家族、恋人、愛犬、自然など
など…。作者にとってかけがえ
のないパートナーとの関係を通
して作者の生き方を描く。
②「心のふるさと」
人生の拠り所となっている

「心のふるさと」への思いを綴
る。
③「私が見つけた丹波篠山」
単なる風景映像や観光記録で
はなく、作者の視点で見た丹波
篠山の未知なる部分を描く。
◆メッセージ部門
①「わが街自慢」（３分程度）
作者が住む街の特色や特産物

を紹介する。名物、特色、企業、
活動など素材は自由。
②「私の学校紹介」（３分程度）
学校の校歌をバックミュージ
ックとして利用し、学校の特色
や歌詞に合った映像を学校紹介
風にまとめたビデオを募集。
③ビデオだより（30秒～１分）
故郷の両親や、離れて生活し
ている子どもへなどに今、伝え
たいメッセージを紹介する。
〈応募条件〉
DV・DVCAM・DVD・VHS（S-
VHSを含む）のビデオのいずれ
かにて制作／１テーマにつき２
作品まで／他のコンクールで入
選以上の賞に該当していないこ
と／他のコンクールに出品中で
ないこと等
〈応募締め切り〉
平成16年11月30日（火）
〈応募・問い合せ先〉
丹波篠山ビデオ大賞実行委員会
事務局　〒669-2206兵庫県篠
山市西吹88-1 篠山市視聴覚ラ
イブラリー内
TEL 079-590-1301
http://edu.city.sasayama.hyogo.j
p/videocon

■映機工業（株）は８月２日付
にて東京支社を移転した。
（新住所）〒135-0042 東京都江
東区木場3-14-4 はが木場３ビル
２階
TEL 03-5621-3051
FAX 03-5621-3057

本年度全国視聴覚教育連盟副
会長に就任された、岡田敏氏
（茨城県視聴覚教育振興会会長）
は、去る７月10日逝去された。
享年71歳。後任副会長には同
振興会後任会長の吉川刀夫氏が
就任。

地域の情報

短　信
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